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平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
並
び
に
関
係
諸
議
案

の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
市
政
運

営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策

な
ど
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

平
成
18
年
の
３
市
町
合
併
か
ら
平
成
22
年
度

で
５
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
議
員
各
位
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に
は
、
市

政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
私
は
「
公
平
、
公
正
な
ひ
と
つ
の

ま
ち
づ
く
り
」「
住
民
と
の
対
話
、
連
携
協
働
」

「
開
か
れ
た
市
政
、
情
報
公
開
」「
行
財
政
改
革

の
断
行
」
を
理
念
と
し
て
、「
笠
間
市
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

合
併
を
し
て
４
年
が
経
過
し
た
現
在
、
国
全

体
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
中
で
、
人
口
の
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
行
政
課
題
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
責
任
の
あ
り
方
や
政
策
過

程
を
含
め
た
行
政
情
報
の
公
開
が
さ
ら
に
重
要

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
知
恵
と
工
夫
に
基
づ
き

地
域
の
力
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
力
は
自

助
、
公
助
、
共
助
の
理
念
を
共
有
し
、
そ
の
仕

組
み
を
確
立
す
る
こ
と
で
強
化
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
歴
史
と
風
土
に
育
ま
れ
た
文
化

や
芸
術
、
産
業
、
ま
た
、
交
通
の
要
衝
と
な
る

交
通
条
件
と
い
っ
た
多
く
の
財
産
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
財
産
を
融
合
し
、
活
用
す
る
こ

と
で
、「
地
域
の
活
性
化
」
と
「
市
民
生
活
の

向
上
」
の
実
現
を
目
指
す
施
策
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
私
の
役
割
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
行
政
施
策
の
取
り
組
み
の
中
心
と
し

て
、「
子
育
て
」、「
農
業
」、「
医
療
・
福
祉
」

を
重
点
項
目
と
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
、
進
め
て
い
く
「
安
心
・
安
全
」

「
暮
ら
し
向
上
」「
産
業
発
展
」「
教
育
文
化
」「
自

主
自
立
」
そ
し
て
「
実
践
し
行
動
力
を
発
揮
す

る
」
の
６
つ
の
都
市
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
躍
進

す
る
笠
間
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇ 

国
内
情
勢

　

さ
て
、
一
昨
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
か
ら

続
く
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
生
活
の
安
定
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
の
安
定
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
を
は
じ
め
と
し

た
海
外
経
済
の
改
善
や
各
国
の
経
済
対
策
の
下

支
え
効
果
に
よ
り
、
景
気
は
、
持
ち
直
し
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
デ
フ
レ
傾
向
や

円
高
に
よ
る
景
気
回
復
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
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れ
て
お
り
、
雇
用
に
つ
い
て
も
失
業
率
が
５
％

を
超
え
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
収
益
の
悪
化
や
個
人
所
得
の

減
少
に
よ
り
、
国
や
地
方
の
税
収
が
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
の

政
権
交
代
に
よ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
や
不
要
不
急

な
事
業
を
根
絶
す
る
た
め
、
既
存
予
算
の
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
や
事
業
仕
分
け
に
よ
る
予

算
の
組
み
替
え
を
行
い
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
」「
政
治
主
導
の
徹
底
」「
予
算
編
成
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
化
」
の
３
つ
の
変
革
を
目
標
に

掲
げ
、
平
成
22
年
度
予
算
は
「
い
の
ち
を
守
る

予
算
」
と
し
て
予
算
編
成
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

◇ 

茨
城
県
の
情
勢

　

ま
た
、
茨
城
県
に
お
い
て
は
、
景
気
後
退
に

よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
や
県
住
宅
供
給
公
社
の

財
政
支
援
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
か
つ
て
な
い

極
め
て
厳
し
い
危
機
的
な
財
政
状
況
に
直
面
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
度
県
予
算
が
発

表
さ
れ
、
一
般
会
計
総
額
は
１
兆
７
５
３
億
１

５
０
０
万
円
と
前
年
度
当
初
比
０
・
１
％
の
微

減
で
、
実
質
９
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
や
５
，

２
０
０
人
以
上
の
雇
用
創
出
な
ど
、
最
重
点
課

題
の
経
済
・
雇
用
対
策
に
２
，８
０
０
億
円
規

模
の
積
極
的
な
配
分
を
し
た
予
算
と
な
っ
て
お

り
、
橋
本
昌
知
事
が
昨
夏
の
知
事
選
で
公
約
し

た
「
生
活
大
県
」
を
目
指
し
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
県
民
生
活
に
密
着
し

た
分
野
に
重
点
的
に
配
分
を
し
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
景
気
後
退
で
県
税
収
は

15
・
９
％
減
と
２
年
連
続
で
大
幅
な
ダ
ウ
ン
が

想
定
さ
れ
、
地
方
交
付
税
も
臨
時
財
政
対
策
債

の
比
重
が
増
す
な
ど
、
将
来
の
県
財
政
に
不
安

を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
人
口
に
つ
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
過
去
５
年
間
で

約
２
，０
０
０
人
減
少
し
、
２
月
１
日
現
在
の

常
住
人
口
は
７
９
，５
７
５
人
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
千
人
あ
た
り
出
生
数
は
、
平
成
15

年
の
８
・
７
人
に
比
べ
平
成
20
年
は
６
・
８
人

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
が
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や
担
い
手
の

育
成
、
食
料
自
給
率
の
問
題
、
産
地
間
の
販
売

競
争
な
ど
多
く
の
懸
案
事
項
を
抱
え
、
こ
れ
ら

の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
医
療
や
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
療
制
度
改
革
に
関
連
す
る
一
連
の
国
の
動
き

な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
不
足
や
医

師
偏
在
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

に
お
け
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
22
年
度
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
少
子
化
対
策
「
か
さ
ま
っ
子

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
農
業
施
策
「
ク
ラ
フ
ト
農

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
２
つ
の
施
策
に
加
え
、

地
域
医
療
・
福
祉
施
策
「
す
こ
や
か
安
心
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
か
さ
ま
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
保
育
料
の
軽
減
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
支
援
、
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

事
業
な
ど
の
既
存
事
業
に
、
新
た
に
育
児
援
助

の
た
め
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
複
合
的

機
能
を
有
す
る
児
童
館
の
検
討
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
は
地
域
の
産
業
と
い
う
考
え

方
の
も
と
、
担
い
手
の
育
成
や
豊
富
な
農
業
資

源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
引
き
続
き
、
経
営
安

定
化
農
業
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る

施
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
立
病
院
に
お
い
て
日
曜
日
・

平
日
夜
間
救
急
診
療
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

医
療
費
自
己
負
担
助
成
事
業
（
マ
ル
福
）
の

拡
充
と
高
齢
者
人
間
ド
ッ
グ
助
成
事
業
を
新

規
事
業
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆ 

施
政
方
針
の
考
え
方
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◇
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
整
備
事
業

　

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図

る
た
め
、
地
元
商
店
会
や
観
光
協
会
な
ど
と
連

携
し
、
歴
史
文
化
に
配
慮
し
た
道
路
景
観
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
活

性
化
事
業
に
取
り
組
み
、
笠
間
の
観
光
の
核
と

な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
友
部
駅
周
辺
整
備
事
業

　

都
市
計
画
道
路
友
部
駅
北
線
や
友
部
駅
南
口

駅
前
広
場
の
完
成
に
よ
り
、
本
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
交
通
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
駅
南
口
地
区
の
魅
力

あ
る
市
街
地
再
生
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の

方
々
と
の
協
働
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

◇
岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業

　

平
成
22
年
度
は
、
岩
間
駅
橋
上
化
・
自
由
通

路
の
建
設
工
事
に
本
格
的
に
着
手
し
、
平
成
23

年
度
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
岩
間
駅
東
大
通
り
線
や

日
吉
町
古
市
線
も
自
由
通
路
の
完
成
に
合
わ
せ

整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
岩
間
駅
東
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
換
地
計
画
に
基
づ
き
区
画

道
路
の
整
備
や
画
地
造
成
を
３
か
年
計
画
で
実

施
し
ま
す
。

◇
国
・
県
道
の
整
備

　

石
井
地
内
の
国
道
50
号
４
車
線
化
工
事
は
、

平
成
22
年
度
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
国
道
３
５
５
号
笠
間
バ
イ
パ
ス

の
早
期
完
成
に
向
け
、
国
、
県
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

◇
市
道
の
整
備

　

国
の
交
付
金
や
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用

し
、
新
市
の
一
体
化
を
図
る
た
め
の
主
要
路

線
で
あ
る
来
栖
本
戸
線
や
南
友
部
平
町
線
、

上
町
大
沢
線
の
早
期
完
成
に
向
け
整
備
を
進

め
ま
す
。

◇
生
活
道
路
の
整
備

　

交
通
危
険
箇
所
や
緊
急
車
両
の
通
行
不
能
箇

所
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
要
望
路
線
を
優
先
的

に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
８
月
の
集
中
豪

雨
に
伴
い
浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
た
笠
間
地

区
の
排
水
整
備
は
、
既
設
排
水
路
の
流
下
能
力

等
の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
計
画
的
に
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

◇
畜
産
試
験
場
跡
地

　

茨
城
県
と
の
調
整
を
図
り
、
跡
地
利
活
用
に

よ
る
情
報
発
信
を
促
進
す
る
た
め
、
一
部
を
広

場
と
し
て
市
民
に
開
放
し
、
市
民
の
憩
い
と
交

流
の
場
と
し
て
暫
定
利
用
し
ま
す
。
今
年
４
月

か
ら
整
備
に
着
手
し
、
７
月
末
の
供
用
開
始
に

向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

◇
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

　

運
行
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
登
録
者
数
、
利

用
者
数
と
も
増
加
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
の
足

と
し
て
、
徐
々
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
意
見
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
特

性
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
度
か
ら
見
直
し
た
エ

リ
ア
で
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

◇
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

　

笠
間
地
区
や
岩
間
地
区
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
・
ゼ
ロ
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、
国
の
平
成

21
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
「
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
22
年
末

ま
で
に
地
域
間
の
情
報
格
差
を
解
消
し
て
い
き

ま
す
。

◇
中
小
企
業
の
支
援

　

自
治
お
よ
び
振
興
金
融
に
対
す
る
保
証
や
利

子
補
給
、
ま
た
、
緊
急
支
援
策
と
し
て
「
笠
間

市
企
業
活
動
支
援
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
が
行
っ
て
い
る
「
中
小
企

業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
」
の
企
業
負
担
分
を

軽
減
す
る
た
め
、「
笠
間
市
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
支
援
補
助
金
」
を
創
設
し
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

◇
雇
用
の
支
援

　

個
人
事
業
者
や
就
職
活
動
中
の
離
職
者
な
ど

が
、
職
に
関
連
す
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

経
費
に
対
し
て
支
援
を
行
う
「
職
業
能
力
ア
ッ

プ
支
援
事
業
」
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業
」「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
」
を
活

用
し
て
、
約
50
名
の
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

◇
企
業
誘
致

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
の
創

出
を
図
る
た
め
、
高
速
道
路
の
優
位
性
を
生
か

し
た
茨
城
中
央
工
業
団
地
（
笠
間
地
区
）
や

笠
間
東
工
業
団
地
の
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や

誘
致
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

い
、優
良
企
業
の
立
地
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

笠
間
東
工
業
団
地
は
、
低
価
格
の
リ
ー
ス
制

度
を
新
た
に
制
定
し
、
企
業
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

◇
笠
間
市
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会

　

既
存
企
業
の
訪
問
を
定
期
的
に
行
い
、
行

１
．広
域
交
流
基
盤
を
生
か
し
た
新
時
代
の

ま
ち
づ
く
り

【
土
地
利
用
・
都
市
基
盤
】

２
．多
彩
な
交
流
で
飛
躍
す
る
活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

【
産
業
】

主
要
施
策
の
概
要
【
抜
粋
】
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政
に
対
す
る
要
望
を
聞
き
、
各
種
行
政
手
続
き

の
各
課
と
の
調
整
な
ど
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
事
業
地
拡
張
計
画
事
業
者

の
支
援
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
、
市
報
で
の
企
業
紹
介
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
従
業
員
等
の
募
集
を
掲
載
す
る
な
ど
支
援

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
定
住
化
の
促
進

　

人
口
減
少
の
抑
制
や
定
住
化
促
進
策
の
調
査

検
討
を
行
う
た
め
、
定
住
化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
検
討
委
員
会
を
昨
年
12
月
に
設
置
し
ま
し

た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
常
磐
大
学
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
今
年
８
月
ご
ろ
ま
で
に
定
住
化
施

策
の
検
討
を
進
め
、
人
口
減
少
対
策
の
新
た
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◇
商
業
の
振
興

　

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、「
街
な
か
に
ぎ

わ
い
創
出
事
業
」
な
ど
で
商
工
会
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
美
術
館
・
商
工
会
・
観
光
協
会
・

商
店
会
、
さ
ら
に
は
学
生
な
ど
と
連
携
し
、「
笠

間
ア
ー
ト
の
ま
ち
め
ぐ
り
」
な
ど
の
「
街
な
か

活
性
化
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
。

　

食
の
名
物
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
笠
間
の
い
な
り
寿
司
」
は
、
品
質
向
上
を

目
的
に
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
や
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
関
連
団
体
と
連
携
し

て
開
催
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
食
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
出
店
や
「
笠
間
の
い
な
り
寿
司
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
笠
間
の
い
な
吉
」
の
グ
ッ
ズ

を
製
作
し
、
笠
間
の
名
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

◇
地
場
産
業
の
支
援

　
「
稲
田
み
か
げ
石
」
の
公
共
事
業
へ
の
活
用

や
販
路
拡
大
な
ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
「
い

ば
ら
き
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」「
ス
ト
ー

ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」、
ま
た
、
環
境
対
策
事

業
の
「
ス
ラ
ッ
ジ
処
理
組
合
」
へ
の
支
援
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
笠
間
焼
」
に
つ
い
て
は
、
県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
公
共
事
業
へ
の
利
活
用
や
「
笠

間
の
陶
炎
祭
」「
笠
間
火
器
」
な
ど
特
徴
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
国
の
緊
急
雇

用
制
度
を
活
用
し
、
市
内
外
へ
の
販
路
拡
大
や

他
産
業
連
携
な
ど
を
支
援
す
る
「
笠
間
焼
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
事
業
」
を
笠
間
焼
協
同
組
合
な
ど

へ
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
施
策
の
中
心
と
な
る
商
工
会
が

今
年
１
月
に
合
併
し
ま
し
た
の
で
、
各
地
区
と

連
携
を
取
り
事
業
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

◇
観
光
の
振
興

　

笠
間
観
光
協
会
は
、
昨
年
８
月
に
「
通
年
型

観
光
地
」
を
目
指
し
、
笠
間
の
特
色
を
活
か
し

た
体
験
型
旅
行
プ
ラ
ン
「
笠
間
発
見
伝
」
を
販

売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
旅
行
業

を
登
録
し
、「
笠
間
発
見
ツ
ア
ー
ズ
」
と
し
て

業
務
を
開
始
す
る
た
め
、
市
と
し
て
も
観
光
推

進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
新
し
い
企
画
を
提

案
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
関
東
自
動
車
道
の
延
伸
や
茨
城
空
港
開
港

を
契
機
に
、
県
や
広
域
観
光
協
議
会
、
笠
間
観

光
協
会
と
連
携
し
、
首
都
圏
、
特
に
群
馬
、
栃

木
方
面
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
独
自
の
活
動
と
し
て
、
都
内
で
の

笠
間
の
観
光
や
物
産
の
紹
介
を
継
続
的
に
開
催

し
ま
す
。

　

佐
白
山
自
然
探
訪
推
進
事
業
と
し
て
、
周
辺

の
自
然
を
新
た
な
視
点
か
ら
見
直
し
、「
大
黒

石
」
や
「
歌
う
た
い
石
」「
ふ
ね
石
（
通
称
）」

な
ど
の
自
然
石
の
造
形
美
を
観
賞
で
き
る
散
策

路
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。愛
宕
山
の
整
備
は
、

観
光
案
内
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
案
内
看
板
の
設
置
を
進
め
、
地

域
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
北
山
公
園
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
移
設
を
含
め
、
散
策
路
な

ど
の
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
春
の
「
花
め
ぐ
り
」、

秋
の
「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」
等
を
よ
り
魅
力
の

あ
る
も
の
と
し
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が
延
長

す
る
よ
う
関
係
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」
で
は
、
本

市
と
交
流
の
あ
る
ド
イ
ツ
・
ラ
ー
市
の
菊
装
飾

を
参
考
に
、笠
間
ら
し
い
菊
の
装
飾
を
検
討
し
、

華
や
か
さ
を
演
出
し
ま
す
。

◇
水
田
農
業
の
推
進

　

米
の
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
と
併

せ
て
「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
多
く
の
稲
作
農
家
が
本
制
度

の
恩
恵
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
周
知
等
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
転
作
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
集 笠間発見伝vol.1表紙

「笠間発見伝」とは
　「笠間にしかない魅力」
を発見し伝える。そして
笠間人と旅人の交流から、
共に感動を発見できる旅
が「笠間発見伝」です。
　お客様が笠間に到着後、
周遊するタクシーや周遊
バスがセットされている
ため、道に不慣れな方、
車の運転ができない方、
電車でお越しの方でも気
軽に安心して笠間ならで
はの体験プランが楽しめ
ます。
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落
営
農
組
織
等
に
対
す
る
支
援
措
置
も
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

◇
経
営
安
定
化
農
業

　

安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
た
担
い
手
の

育
成
強
化
と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
担
い
手
の
根
幹
と
な
る
認

定
農
業
者
へ
の
経
営
改
善
活
動
支
援
や
集
落
営

農
組
織
等
の
法
人
化
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
的
に
新
規
就
農

を
目
指
す
農
業
後
継
者
を
対
象
に
、
農
業
技
術

等
を
長
期
的
に
学
ぶ
場
合
の
研
修
支
援
策
を
新

た
に
実
施
し
ま
す
。

◇
農
産
物
の
生
産
振
興

　

花
き
や
栗
に
代
表
す
る
本
市
の
主
要
な
農
産

物
に
つ
い
て
、
生
産
体
制
の
強
化
支
援
策
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
販

売
促
進
に
結
び
つ
け
る
戦
略
と
し
て
、
栗
の
商

品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
含
め
た
笠
間
新
栗
ま
つ

り
等
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
か

さ
ま
の
粋
」
認
証
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
笠
間

産
農
産
物
の
品
質
向
上
と
加
工
に
よ
る
付
加
価

値
化
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら

農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◇
農
地
の
基
盤
整
備

　

霞
ケ
浦
農
業
用
水
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
滝

川
地
区
で
用
水
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後

は
末
端
受
益
地
へ
の
早
期
着
水
を
目
指
し
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
用
水
の

有
効
利
用
が
早
期
に
で
き
る
よ
う
、
受
益
予
定

地
区
で
あ
る
友
部
土
地
改
良
区
の
用
排
水
施
設

整
備
に
向
け
、
県
営
基
盤
整
備
事
業
の
採
択
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
箱
田
中
央
、
滝
川
、
小
原
（
畑
総
）

の
基
盤
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
と
の
調

整
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

農
村
の
環
境
対
策
と
し
て
、
農
地
・
水
・
環

境
保
全
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
22

年
度
も
引
き
続
き
、
土
地
改
良
施
設
の
維
持

補
修
を
含
め
地
区
の
環
境
保
全
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

◇
森
林
の
整
備

　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
機
能
緊

急
回
復
整
備
事
業
に
よ
る
間
伐
や
作
業
路
の
整

備
を
行
い
、
健
全
な
森
林
の
育
成
と
多
様
な
森

林
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

◇
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

平
成
22
年
度
か
ら
２
か
年
で
「
笠
間
市
健
康

増
進
計
画
」
や
「
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
策
定
段
階
か
ら
市
民
や

地
域
が
協
働
し
、
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
ら
の
目
標
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

や
、
計
画
内
容
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら

れ
る
成
果
や
効
果
を
市
民
が
自
ら
評
価
検
証
で

き
る
と
い
う
、
笠
間
市
独
自
の
取
り
組
み
と
す

る
こ
と
を
念
頭
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。
平
成

22
年
度
は
、
策
定
体
制
の
整
備
と
基
礎
調
査
と

し
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
健
康
づ

く
り
や
食
育
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
ま
す
。

◇
地
域
の
健
康
づ
く
り

　

疾
病
の
予
防
に
取
り
組
み
、
特
に
、
生
活
習

慣
病
対
策
と
し
て
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

　

経
営
状
況
は
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
、
市
立
病
院
が
目
指
す
在
宅

医
療
を
支
援
す
る
訪
問
診
療
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
医
師
確
保
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
医
療
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
収
集
や
募
集
広
告
に
よ
り
常
勤
医
師

に
こ
だ
わ
ら
ず
非
常
勤
医
師
も
含
め
た
医
師
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
教
育
の
場
で
あ
る
地
域

医
療
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を
行
い
、

医
師
派
遣
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

◇
初
期
救
急
診
療
体
制
の
実
施

　

市
医
師
会
、
県
薬
剤
師
会
笠
間
支
部
、
県
立

中
央
病
院
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
今
年
４
月

か
ら
市
立
病
院
に
お
い
て
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
平
日
夜
間
午
後
７
時
か
ら
10
時
ま

で
、初
期
救
急
診
療
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

休
日
診
療
当
番
体
制
を
見
直
し
、
祝
日
・
年
末

たくさんの家族連れでにぎわった「かさま新栗まつり」

３
．共
に
支
え
あ
い
、健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

【
健
康
・
福
祉
】
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年
始
を
除
く
、
全
て
の
日
曜
日
に
市
立
病
院
で

の
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

◇
医
療
費
自
己
負
担
助
成
事
業
（
マ
ル
福
）
の
拡
充

　

従
来
の
重
度
心
身
障
害
者
、
妊
産
婦
、
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
ひ
と
り
親
家
庭
、
乳
幼
児

へ
の
医
療
福
祉
費
の
支
給
に
加
え
、
小
学
６
年

生
ま
で
対
象
年
齢
を
拡
大
し
、
制
度
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

◇
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
健
診
助
成

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
基
本
健
康

診
査
を
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22

年
度
か
ら
は
、
多
く
の
検
診
項
目
が
受
診
で
き

る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
助
成
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

◇
福
祉
の
推
進

　
「
笠
間
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、

少
子
化
対
策
を
は
じ
め
高
齢
者
福
祉
・
障
害

者
福
祉
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

◇
障
害
福
祉
の
推
進

　

今
年
４
月
か
ら
、
発
達
障
害
者
や
育
児
に
不

安
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
親
子
通
園
事
業
を

笠
間
地
区
で
開
始
し
、
全
３
地
区
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
身
近
な
場
所
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
害
者
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る

「
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
に
つ
い
て

も
、
地
域
ケ
ア
事
業
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
相

談
か
ら
支
援
ま
で
一
体
的
な
対
応
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

◇
生
活
保
護
世
帯
の
自
立
促
進

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
生
活
保
護
の
相
談

は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
住
宅
支
援
事
業
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
生
活
保
護
者
な
ど
の

自
立
に
向
け
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

◇
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
の
普
及
、
認
知
症
ケ
ア
講
演
会
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
転
倒
予
防
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
認
知
機
能

改
善
に
役
立
つ
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
を
、

今
後
も
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
に
取
り
組
み
、
介
護
予
防
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
を
、
介
護
度
の
状
態
に
応
じ
て
点
検
す

る
ソ
フ
ト
を
取
り
入
れ
、
介
護
費
用
の
適
正
化

を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
介
護
用
品
支
給
な
ど

の
介
護
者
へ
の
支
援
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
な
ど
の
整
備
促
進
を
行
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。　

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
「
か
さ
ま
っ
子
未
来
プ
ラ
ン
」
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
う
子
育
て
の

ま
ち
笠
間
市
」
を
目
指
し
て
、
子
育
て
の
援
助

を
希
望
す
る
利
用
会
員
と
、
子
育
て
の
援
助
を

す
る
提
供
会
員
と
の
相
互
援
助
活
動
で
あ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
保
育
事
業
の
運
営

　

延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
一
時
保
育
サ
ー
ビ

ス
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
子
ど
も

を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

平
成
21
年
度
に
宍
戸
小
学
校
に
独
立
し
た
児

童
ク
ラ
ブ
室
の
建
設
と
友
部
小
学
校
児
童
ク
ラ

ブ
室
の
増
築
を
行
い
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
定

員
を
増
や
し
て
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
に

つ
い
て
は
、
平
日
は
放
課
後
か
ら
午
後
７
時
ま

で
に
、
土
曜
日
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
日
は

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
に
、
開
始

時
間
と
終
了
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
30
分
延
長
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
、
新
た
に
稲
田
小
、
大
原
小
、

宍
戸
小
の
３
か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
を
民

間
委
託
し
、
児
童
や
保
護
者
の
希
望
に
沿
っ
た

運
営
を
推
進
し
ま
す
。

◇
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

次
世
代
育
成
支
援
の
重
点
事
業
と
し
て
体
外

受
精
の
補
助
額
を
顕
微
授
精
と
同
額
の
10
万
円

（
限
度
額
）
に
増
額
し
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で

２
年
間
の
補
助
期
間
を
５
年
間
に
延
長
す
る
な

ど
助
成
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

◇
「
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
の
充
実

　

市
民
が
、
24
時
間
い
つ
で
も
、
健
康
、
医
療
、

子
育
て
、介
護
な
ど
を
無
料
で
相
談
で
き
る「
か

さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
に
つ
い
て
は
、
日
常

の
健
康
に
関
す
る
不
安
等
を
解
消
し
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
を
目
指
し
ま
す
。

◇
出
会
い
創
出
支
援
事
業

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
市
内
の
団
体
が
行
う
出
会

い
の
場
づ
く
り
や
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
企
業
・
団
体
の
独
身
者
を

集
め
て
の
交
流
会
や
話
し
方
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

講
座
な
ど
を
開
催
し
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
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◇
上
水
道
事
業
の
統
合

　

経
営
基
盤
の
強
化
、
水
道
施
設
の
効
率
化
を

目
指
し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
笠
間
・
友
部
・

岩
間
水
道
事
業
を
笠
間
市
水
道
事
業
と
し
て
統

合
し
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
管
・
鉛
管
の
早
期
解
消
に
向
け

た
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
下
水
道
事
業
の
推
進

　

平
成
22
年
度
は
、
管
渠
工
事
の
ほ
か
、
笠
間

地
区
か
ら
の
圧
送
管（
笠
間
幹
線
）の
予
備
ル
ー

ト
の
調
査
・
設
計
を
行
い
ま
す
。
岩
間
地
区
で

は
高
野
前
橋
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
完
成
し
ま

す
。
ま
た
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
の
汚
泥
棟

増
設
工
事
を
進
め
汚
水
処
理
能
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

小
原
地
区
を
中
心
と
す
る
友
部
北
部
Ⅰ
期
地
区

の
管
渠
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
の
導
入
に
よ
る
下
水

道
接
続
支
援
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
下

水
道
事
業
の
区
域
内
の
接
続
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
森
林
湖
沼
環
境
税
を
原
資
と
す
る
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽

の
設
置
促
進
を
図
り
ま
す
。

◇
消
防
防
災
対
策

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
な

ど
の
施
設
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
宅

用
防
災
機
器
の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
市
民
へ
の
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
む
普
通
救
命
講
習

会
の
開
催
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
消
防
機
関

と
医
療
機
関
が
連
携
し
、
救
急
隊
員
が
行
う
応

急
処
置
の
質
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充
実
を
図
り
、
救
命

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
活
動
理
解
を
含
め
活

動
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員

の
加
入
促
進
に
努
め
、
災
害
時
の
対
応
の
充
実

を
推
進
し
ま
す
。

◇
防
災
の
推
進

　

地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
力
の
強
化

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
区
長
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
対
応
と
し
て
、
笠
間

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
市
民
や
児
童
を
対
象
に
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
友
部
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

◇
交
番
の
再
編

　

県
の
交
番
・
駐
在
所
再
編
整
備
計
画
に
よ
り

市
内
交
番
の
統
廃
合
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
友
部

地
区
交
番
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
、

手
狭
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
に
対
し
新
設

要
望
を
行
い
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
防
犯
対
策
・
交
通
事
故
防
止

　

昨
年
の
笠
間
市
内
で
の
犯
罪
事
件
事
故
の
発

生
状
況
は
、
刑
法
犯
罪
件
数
、
交
通
事
故
発
生

件
数
と
も
、一
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
警
察
署
や
防
犯
連
絡
員
、
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
通
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
、
防
犯
対
策
や
交
通
事
故
防
止
活
動
の
強

化
を
図
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
健
全
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

◇
多
様
化
す
る
消
費
者
問
題

　

被
害
防
止
・
解
決
の
た
め
、
相
談
窓
口
で
あ

る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
平
成
22
年
度
は
、
消
費
者
行
政
活
性
化

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
悪

質
商
法
に
対
す
る
対
応
法
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
等
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

◇
環
境
対
策

　

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
協
働
し
て
行
う

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
地
球
温
暖
化
対
策

　

国
の
平
成
21
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
よ
る

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
本
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
平

成
22
年
度
に
稼
動
さ
せ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
低
減
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
電
気
代
の
経

常
経
費
を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
温
室
効
果
削

減
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
公
用

車
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
電
気
自
動
車
の
導
入

や
軽
自
動
車
へ
の
買
い
替
え
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
住
宅
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
設
置
す
る
市

民
に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

◇
大
郷
戸
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
対
策

　

平
成
22
年
度
は
跡
地
の
安
全
対
策
と
し
て
、

鉛
直
遮
水
工
の
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
今

後
と
も
地
区
住
民
と
認
識
を
共
有
し
、
安
全
性

の
確
保
と
将
来
的
な
周
辺
環
境
保
全
に
努
め

ま
す
。

◇
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

　

福
田
地
区
の
振
興
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全

等
協
定
（
県
・
市
・
地
元
・
事
業
団
に
よ
る
４

４
．自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
や
さ
し
さ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
生
活
環
境
】
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者
協
定
）
の
締
結
に
向
け
、
地
区
住
民
で
組
織

さ
れ
た
協
議
会
と
の
合
意
形
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
安
心
・
安
全
な
施
設
の
管
理
運
営
を
徹

底
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
環
境
保
全
事
業
団
に

働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

◇
住
宅
等
の
耐
震
改
修

　

地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
等
の
被
害
か
ら

市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、「
笠

間
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
建
築

物
等
の
耐
震
化
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
啓
発

に
努
め
、
引
き
続
き
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
公
園
整
備

　

公
民
館
、
図
書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
機
能
を
備
え
幅
広
い
年
齢
層
が
集
う
「
市
民

セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」
の
南
側
に
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
身
近
な
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

◇
学
校
施
設
の
耐
震
化

　

学
校
施
設
は
、
安
全
性
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
本
市
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
施
設
の
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、

笠
間
小
学
校
校
舎
と
岩
間
第
三
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◇
小
中
学
校
規
模
の
適
正
化

　

昨
年
11
月
に
「
笠
間
市
立
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
年
９

月
を
め
ど
に
適
正
化
に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◇
学
校
給
食

　

老
朽
化
の
進
ん
だ
笠
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
建
て
替
え
る
た
め
の
事
前
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
具
体
的
な
建
築
計
画
を
策
定
し
、

改
築
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
な
お
、
笠
間
・
岩

間
地
区
で
行
っ
て
い
る
米
飯
給
食
に
係
る
経
費

の
一
部
補
助
を
友
部
地
区
で
も
実
施
し
、
友
部

地
区
の
学
校
給
食
費
を
値
下
げ
し
、
岩
間
地
区

の
給
食
費
と
同
額
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇
寺
子
屋
事
業

　

小
学
校
５
年
生
と
６
年
生
を
対
象
と
し
て
毎

週
土
曜
日
に
実
施
し
、学
力
向
上
に
引
き
続
き
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
学
力
向
上
対
策

　

確
か
な
学
力
を
育
む
た
め
に
は
、
小
学
校
か

ら
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
を
し
っ
か
り

身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
各
学
年
に
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

生
徒
一
人
一
人
に
対
応
し
た
、
き
め
細
か
な
授

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
小
学
校
４

年
生
を
対
象
と
し
た
県
の
学
力
向
上
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
事
業
と
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

◇
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ
デ

ミ
ー
in
か
さ
ま
」
は
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年

度
は
新
た
に
「
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事

業
」
に
取
り
組
み
、
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
な

ど
、
さ
ら
に
は
学
校
へ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
派
遣

し
て
、
市
民
や
子
ど
も
が
な
お
一
層
音
楽
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
市
史
編
纂
事
業

　

旧
市
町
の
歴
史
を
お
互
い
に
認
識
し
、
新
市

に
お
け
る
一
体
感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
19
年
度
か
ら
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
平
成
22
年
度
中
に
「
新
笠
間
市
史
」
の
発

刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

か
さ
ま
陶
芸
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
全
国
高

等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
を
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
８
月
に

は
新
た
に
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大

会
が
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
ゴ
ル
フ
ツ

ア
ー
選
手
権
と
同
時
開
催
の
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

の
全
国
大
会
と
併
せ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
増
進

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の
連
携
を
深

め
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
（
体
育
）
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
安
全
を
優
先
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

◇
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　

笠
間
図
書
館
・
岩
間
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム

と
、
友
部
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
が
違
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

3月20日開園した鯉淵公園の遊具で遊ぶ子どもたち

５
．人
が
輝
き
、豊
か
な
文
化
を
創
造
・
発
信

す
る
ま
ち
づ
く
り

【
教
育
・
文
化
】
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が
、
平
成
23
年
３
月
の
シ
ス
テ
ム
統
合
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

友
部
図
書
館
の
資
料
に
も
IC
タ
グ
が
付
き
、

３
つ
の
図
書
館
の
資
料
検
索
が
ひ
と
つ
の
画

面
で
で
き
る
な
ど
、
大
幅
に
利
便
性
が
増
し
、

よ
り
一
層
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。

◇
国
際
交
流
の
推
進

　

元
気
か
さ
ま
応
援
基
金
を
活
用
し
、
青
年
海

外
派
遣
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
平
成

22
年
度
は
、昨
年
と
同
じ
中
国
を
派
遣
先
と
し
、

高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
に
６
名
を
派
遣
す
る

予
定
で
す
。

　

海
外
都
市
と
の
交
流
は
、
笠
間
市
国
際
交
流

協
会
と
連
携
し
、
ド
イ
ツ
・
ラ
ー
市
と
の
都
市

交
流
や
レ
バ
ノ
ン
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
の
親
善
交

流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
に
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
在
住

外
国
人
に
対
し
生
活
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

◇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
の
策

定
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
指
針
が
よ
り
実

行
性
の
あ
る
指
針
と
な
る
よ
う
、
関
係
団
体
や

企
業
な
ど
か
ら
も
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
指

針
を
策
定
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

◇
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援

　

団
体
設
立
に
対
す
る
支
援
や
団
体
の
事
業
へ

の
３
年
を
限
度
と
し
た
継
続
的
な
支
援
に
よ

り
、
新
た
な
団
体
の
利
用
を
促
進
し
、
市
民
活

動
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
等
の
公
益

活
動
支
援
の
た
め
、
引
き
続
き
公
用
車
の
貸
出

し
制
度
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
昨
年
か
ら
３
団
体
増

え
て
、
現
在
17
団
体
が
県
の
認
証
を
受
け
活
動

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
法
人
化
に
向
け
た
支
援

を
行
う
と
と
と
も
に
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

専
門
的
知
識
を
活
か
し
た
行
政
と
の
協
働
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

笠
間
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、

参
画
講
座
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
、
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
者
の
認
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
市
審
議
会
等
委
員
へ

の
女
性
の
参
画
促
進
要
項
に
基
づ
き
、
多
く

の
女
性
が
市
の
政
策
や
方
針
の
決
定
過
程
に

参
画
で
き
る
よ
う
平
成
24
年
度
ま
で
に
女
性

比
率
を
30
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

◇
行
財
政
改
革
の
推
進

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
間
委
託
、

補
助
金
の
適
正
化
、
職
員
の
定
数
削
減
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
す
。
今
後
も
、

景
気
低
迷
に
伴
う
歳
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
一
層
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
と
歳
出
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
、
第
二

次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

◇
笠
間
・
岩
間
の
支
所
機
能

　

合
併
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
検

討
の
第
１
段
階
と
し
て
、
今
後
の
支
所
機
能
や

規
模
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
検
討
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
地

域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民

の
皆
様
が
真
に
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
を
い
た
だ
き
、
支
所
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◇
事
務
事
業
評
価

　

成
果
志
向
へ
の
転
換
、
説
明
責
任
の
向
上
や

効
率
的
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と

し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
事
務
事
業
評
価
を
本

格
実
施
し
、
市
民
の
皆
様
な
ど
の
評
価
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
施
策
へ
と
反
映
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
は
合
併
か
ら
５
年
目
の

節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
合
併
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
11
月
に
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を

笠
間
市
民
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
継
続
的
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
や
全

国
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
茨
城
の
笠
間
」
か
ら

「
日
本
の
笠
間
」
と
し
て
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
主
導
・
参
加
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
や
市
民
活
動
団
体
等
の
登
録
制
度

の
導
入
な
ど
を
進
め
、
市
民
力
、
地
域
力
を

活
か
し
た
事
業
に
よ
っ
て
「
ひ
と
つ
の
笠
間
」

が
実
感
で
き
る
「
文
化
交
流
都
市
」
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
信
頼
で
き
る
行
政
の
構
築
が
で

き
る
よ
う
行
政
が
担
う
べ
き
も
の
の
再
整
理
を

行
い
な
が
ら
市
民
の
能
力
を
含
め
、
民
間
活
力

を
最
大
限
に
活
用
し
た
責
任
あ
る
「
自
主
・
自

立
」
の
都
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
議

員
の
皆
様
と
議
論
を
重
ね
、
信
頼
で
き
る
行
政

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

笠
間
市
長　
　

山
口　

伸
樹

６
．人
と
地
域
、絆（
き
ず
な
）を
大
切
に
し
た

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

【
自
治
・
協
働
】
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１．岩間駅周辺整備事業
２．幹線道路整備事業
　○南友部平町線整備事業
　○上町大沢線整備事業
　○笠間小原線整備事業
３．デマンド交通システム運行事業
４．光ファイバー網推進事業

（H21年度 整備事業費 約650,000千円）

５．地域資源活用事業
　○観光戦略事業
　○地場産業支援事業

６．クラフト農業プロジェクト（平成22年度重点施策）
　経営安定化農業
　　○担い手対策強化促進事業（拡充）
　　○主要農産物生産振興支援事業
　　○地場農産物ＰＲ事業
　　○水田利活用支援事業
　環境保全型農業
　　○土づくり運動推進事業
　グリーンツーリズム
　　○二地域居住者活動支援事業
　　○体験農業支援事業
　　○農作業支援モデル事業 

７．市街地活性化事業
　○笠間稲荷門前通り整備（新規）
８．企業誘致及び支援事業
９．雇用対策事業
　○職業能力アップ支援（新規）
　○中小企業緊急雇用安定支援（新規）
　○緊急雇用創出事業
　○ふるさと雇用再生特別基金事業

10．すこやか安心プロジェクト（平成22年度重点施策）
　市立病院 
　○休日夜間救急診療の実施（新規）
　○筑波大学病院連携事業（指導医・研修生受入）（新規）
医療費自己負担助成事業（小６まで拡大）（拡充）  　 
高齢者人間ドック助成事業（新規）

11．障害者地域生活支援事業

12．かさまっ子プロジェクト（平成22年度重点施策）
　子育て支援
　○ファミリーサポート事業(育児援助事業)（新規）
　○児童クラブ事業（預かり時間延長）（拡充）
　○不妊治療費助成事業（拡充）
　健康支援
　○「かさま健康ダイヤル24」事業
　結婚支援
　○出会い創出支援事業

13．狭あい道路整備事業
14．生活排水対策事業
15．民間救急ボランティア応急手当普及啓発活動事業（新規）
16．木造住宅耐震診断事業
17．防犯灯整備事業
18．地球温暖化対策事業
　○太陽光発電・ｴｺｷｭｰﾄ助成事業（新規）
　○電気自動車導入（リース）事業（新規）
19．大郷戸清掃センター跡地対策事業

20．小中学校耐震化整備・耐震診断事業
　○笠間小学校整備
　○宍戸小学校整備
　○岩間第三小学校体育館整備
　○友部第二小学校耐震診断
　○笠間中学校整備
21．笠間学校給食センター基本調査設計事業（新規）
22．寺子屋事業(学力向上事業)
23．図書館システムの統一
24．公共ホール音楽活動事業（新規）
25．新市史編さん事業
26．青年海外派遣事業

27．協働のまちづくり推進事業
　○協働のまちづくり推進指針の策定
　○まちづくり市民活動助成拡充 
28．第二次行財政改革大綱策定事業（新規）     
29．徴収対策強化事業

平成22年度  笠間市の重要事務事業

笠間市総合計画  「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間」 ～みんなで創る 文化交流都市～

基本構想
（６つの柱）

基本計画
実施計画

重要事務事業
（29事業）

問合せ：財政課（内線218）

1,485,512千円

　90,000千円
99,318千円
　29,788千円
70,241千円
11,000千円

3,009千円
6,913千円

4,116千円
3,340千円
1,406千円
50,000千円

317千円

112千円
  778千円
255千円

22,913千円
17,117千円含む

4,483千円
122,463千円
2,000千円
7,500千円
87,273千円
25,690千円

55,166千円

49,000千円
2,500千円

77,353千円

2,606千円
121,922千円
3,000千円

5,540千円

438千円

73,505千円
1,380,257千円

44千円
1,600千円
5,200千円

　13,500千円
　1,440千円
99,675千円

475,651千円

　2,500千円
1,739千円
3,208千円
138千円

16,167千円
1,876千円

139千円
1,500千円
278千円

37,320千円

自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【生活環境】

多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【産業】

共に支えあい、健やかに暮らせるまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【健康・福祉】

広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【土地利用・都市基盤】

人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【教育・文化】

人と地域、絆（きずな）を大切にした元気なまちづくり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【自治・協働】



人件費
61億5,031万1千円
（23.2%）

人件費
61億5,031万1千円
（23.2%）

扶助費
47億8,780万2千円
（18.0%）

扶助費
47億8,780万2千円
（18.0%）

物件費
41億6,883万2千円
（15.7%）

物件費
41億6,883万2千円
（15.7%）

普通建設事業費
31億1,736万7千円
（11.8%）

普通建設事業費
31億1,736万7千円
（11.8%）

繰出金
30億4,988万5千円
（11.5%）

繰出金
30億4,988万5千円
（11.5%）

公債費
27億3,882万3千円
（10.3%）

公債費
27億3,882万3千円
（10.3%）

補助費等
21億3,156万8千円
（8.0%）

補助費等
21億3,156万8千円
（8.0%）

維持補修費
1億8,204万2千円
（0.7%）

維持補修費
1億8,204万2千円
（0.7%）

その他
2億1,337万円
（0.8%）

その他
2億1,337万円
（0.8%）

歳入 歳出
民生費
80億8,441万7千円
（30.5%）

民生費
80億8,441万7千円
（30.5%）

土木費
40億4,115万2千円
（15.2%）

土木費
40億4,115万2千円
（15.2%）教育費

30億3,996万9千円
（11.4%）

教育費
30億3,996万9千円
（11.4%）

総務費
28億3,272万8千円
（10.7%）

総務費
28億3,272万8千円
（10.7%）

公債費
27億3,882万3千円
（10.3%）

公債費
27億3,882万3千円
（10.3%）

衛生費
22億7,740万7千円
（8.6%）

衛生費
22億7,740万7千円
（8.6%）

消防費
13億4,961万6千円
（5.1%）

消防費
13億4,961万6千円
（5.1%）

市税
90億6,641万1千円
（34.2％）

市税
90億6,641万1千円
（34.2％）

地方交付税
57億3,000万円
（21.6％）

地方交付税
57億3,000万円
（21.6％）

国庫支出金
39億1,238万5千円
（14.7％）

国庫支出金
39億1,238万5千円
（14.7％）

市債
27億8,280万円
（10.5％）

市債
27億8,280万円
（10.5％）

県支出金
17億6,498万5千円
（6.6％）

県支出金
17億6,498万5千円
（6.6％）

諸収入
8億1,391万4千円
（3.1％）

諸収入
8億1,391万4千円
（3.1％）

地方消費税交付金
6億4,850万9千円
（2.4％）

地方消費税交付金
6億4,850万9千円
（2.4％）

地方譲与税
3億9,400万円
（1.5％）

地方譲与税
3億9,400万円
（1.5％）

その他
14億2,699万6千円
（5.4％）

その他
14億2,699万6千円
（5.4％）

農林水産業費
11億2,958万4千円
（4.2%）

農林水産業費
11億2,958万4千円
（4.2%）

商工費
4億5,738万6千円
（1.7%）

商工費
4億5,738万6千円
（1.7%）

諸支出金
2億8,465万円
（1.1%）

諸支出金
2億8,465万円
（1.1%）

議会費
2億8,426万6千円
（1.1%）

議会費
2億8,426万6千円
（1.1%）

その他
2,000万2千円
（0.1%）

その他
2,000万2千円
（0.1%）
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一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
平
成
22
年
度
予
算
総
額
は
、
４
６
１
億
５

８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
重
点
的
か

つ
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
、
行
財
政
改
革

の
推
進
や
都
市
基
盤
整
備
、特
に
少
子
化
対
策
、

農
業
施
策
、
医
療
・
福
祉
施
策
に
重
点
を
置
い

た
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
市
税
を
は
じ
め
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な

施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
２

６
５
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
90
億
６
，６
４

１
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財
源

の
地
方
交
付
税
は
57
億
３
千
万
円
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
は
39
億
１
，２
３
８
万
５
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て

も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
、
歳
出
で
は
経
費
節

減
に
努
め
、
各
種
施
策
の
効
果
的
な
予
算
配
分

を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障
害

者
の
入
所
・
通
所
等
の
支
援
費
、
子
ど
も
手
当
、

乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医
療
扶
助
、

生
活
保
護
及
び
災
害
関
係
の
経
費
と
し
て
80
億

８
，４
４
１
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
の

改
良
工
事
や
公
共
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
、
岩

間
駅
周
辺
整
備
事
業
費
な
ど
、
40
億
４
，１
１

５
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
整
備
・

管
理
費
や
生
涯
学
習
・
公
民
館
・
図
書
館
運
営

な
ど
の
社
会
教
育
費
、
体
育
振
興
・
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
な
ど
の
保
健
体
育
費
な
ど
と
し
て
30

億
３
，９
９
６
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2222
年
度
予
算

年
度
予
算

■ 

一
般
会
計

■ 

歳 

入

■ 

歳 

出

歳出予算性質内訳

一般会計　265億 4,000万円



13 平成 22年　広報かさま４月号

教育費

37,792円

各小中学校や公民
館・図書館の運営
費など

土木費

50,238円

市道の整備・補修
や公共下水道の繰
出金など

民生費

100,502円

高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

その他

13,007円

議会費や商工費など
農林水産業費

14,043円

国・県事業の負担
金や農業振興等補
助金など

消防費

16,778円

消防団や防災施設
整備費など

衛生費

28,312円

予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

※ ２ 月28日 現 在
人口（住民基本台
帳）80,440人で
算出

329,935円
合計

市民一人当市民一人当
たりに使わたりに使わ
れるお金れるお金

区　　　分 予　算　額

国民健康保険 79億 1,370 万円

老人保健 760万円

後期高齢者医療 6億 3,800 万円

介護保険 44億 5,400 万円

介護サービス事業 2,740 万円

公共下水道事業 25億 2,320 万円

農業集落排水事業 8億 7,510 万円

岩間駅東土地区画整理事業 1億 1,980 万円

特別会計合計 165億 5,880 万円

■ 特別会計

区　　　分 予　算　額

病院事業

収益的支出 5億 3,300 万円

資本的支出 1,290 万円

計 5億 4,590 万円

水道事業

収益的支出 17億 6,240 万円

資本的支出 6億 6,680 万円

計 24億 2,920 万円

工業用水道事業

収益的支出 2,740 万円

資本的支出 450 万円

計 3,190 万円

企業会計合計 30億    700 万円

■ 企業会計

▲

企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運営し

ていく会計のことです。本市では、病院事業と上水道事業

および工業用水道事業で３会計があります。

▲

特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事業な

どの特定事業を行う場合、それぞれの特定収入で運営して

いく独立した会計のことです。

一般会計　265億 4,000 万円　　　企業会計　  30 億    700 万円
特別会計　165億 5,880 万円　　　予算総額　461億    580 万円

※上水道事業：平成 22年度から笠間水道・友部水道・岩

間水道事業を統一

総務費

35,215円

税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

公債費

34,048円

市債の元金・利子
の返済



笠間市次世代育成支援行動計画笠間市次世代育成支援行動計画
「かさまっ子未来プラン」（後期行動計画）を策定「かさまっ子未来プラン」（後期行動計画）を策定
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南友部地区自主防災組織設立式の様子 試作品を囲んでの、活発な意見交換

　南友部地区自主防災会設立式が２月20日宿公
民館で行われ、「原店自主防災会」「南友部宿自主
防災会」「久保・古山自主防災会」の３つの自主防
災組織が設立されました。これは、近年地域で
の交流が希薄化する中、改めて近所の助け合い
の力を見直そうと、区長を中心とした組織設立
の取り組みが結実したものです。
　今後は、防災をキーワードに地域の交流をよ
り一層深めながら、いざというときに「自分たち
の地域は自分たちで守る」という共助の精神で、
隣近所が協力し助け合う活動が行われることに
なります。

南友部地区自主防災組織設立式
3つの自主防災組織が同時に設立

　笠間の栗グレードアップ会議による笠間産
「栗」商品試作発表会が２月24日、笠間クライン
ガルテンで開催されました。栗は、秋を代表す
る味覚で、和・洋菓子、料理を問わず優れた加工
特性があります。高品質な地元産栗を使った新
たな商品を提供し、魅力をPRすることで産地ブ
ランドの確立を目的に実施されたもので、この
趣旨に賛同した19事業者から24もの商品が出品
されました。発表会では、試食を交えて栗の加
工性や味、商品化の採算性等について活発な意
見交換が行われました。

ブランド化に向けて
笠間産「栗」商品試作発表会を開催

　急速な少子化の進行は、将来の社会活力の低下や
社会保障制度の維持の問題など、社会全体に与える
影響が懸念されています。そのため、子どもを生み
育てやすい社会環境の整備が早急な課題となってお
り、笠間市では、平成19年度から平成21年度を計
画期間とした次世代育成支援行動計画（前期行動計
画）を策定し「地域みんなで支え合う子育てのまち　
笠間市」を目指して、少子化対策を重点施策として
取り組んできました。
　この計画の見直しにあたり、就学前児童および就

学児童の保護者へのアンケート調査やハッピートー
クなどにより保育ニーズの把握やご意見・ご要望等
をいただくと共に、学識経験者、保育・教育関係団
体の代表者・公募市民などからなる「笠間市次世代育

成支援対策地域協議会」での
審議を経て後期行動計画を
策定しました。
　今後も後期行動計画（計画
期間平成22年度～平成26年
度）により、だれもが安心し
て子どもを生み育てられる
環境づくりに積極的に取り
組み、次代の社会を担う子
どもたちが、健やかに生ま
れ育つよう、施策を総合的・
計画的に取組んでいきます。

計画書は笠間市子育て支援ホームページ「かさま　
ぽけっと」から閲覧することができます。（PDF形式）
URL:http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/

≪計画期間内に重点的に取り組む事業≫
・ ファミリーサポートセンター事業の実施
・ 次世代を担う男女の出会いの場づくりの促進
・ 放課後児童クラブの充実
・ 乳幼児医療福祉費（マル福）の支給年齢の拡大
・ 特定不妊治療費助成事業の充実
・ 複合的な機能を有する児童館の整備
・ 遊具の設置及び公園整備の検討

（「かさまっ子未来プラン」は笠間市次世代育成支援行動計画の通称です。）
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　このほど、笠間市交通安全母の会から横断歩道を渡
る際に掲げる横断旗1,500本、笠間地区交通安全協会
から市内小学校の新１年生の交通安全の願いを込めた
ランドセルカバー750枚が笠間市教育委員会に寄附さ
れました。

　２月28日、笠間市伝統文化日本舞踊こど
も教室の発表会が笠間公民館で開催されまし
た。日本舞踊こども教室は、文化庁の委託事
業のひとつとして行われているもので、市内
に住む２歳から高校生までの男女30名が参
加しています。花柳太純乃先生の指導の下、
練習を重ねてきた成果を十分に発揮しよう
と、色とりどりの着物姿で、小さい子はかわ
いらしく、大きい子はしっかりとした足取り
で踊っていました。

日本舞踊こども教室発表会を開催
日ごろの練習の成果を披露

女子全員で「さくらさくら」を披露

ご寄附、ありがとうございました

笠間地区交通安全協会より

友部駅南口広場が完成

市の玄関口としてふさわしい駅前が誕生

　北川根小学校区で登下校する児童の見守り
をそれぞれ自発的に行ってきたメンバー10
名。このたび、これらの活動が県教育委員会
に認められ、「あさひ子どもを見守る会」とし
て発足しました。３月１日、会員が北川根小
学校を訪れ児童と対面。会員が一人一人紹介
された後、児童代表から日ごろの活動に対し
感謝の言葉が伝えられました。
　「子どもたちの元気なあいさつが一番うれ
しい。」と語る会員のこれからの活動が大いに
期待されます。

あさひ子どもを見守る会が発足
北川根小学校で対面式

あさひ子どもを見守る会の皆さん

　このほど、友部駅南口広場の整備が完成し、供用が
開始されました。南口広場は、従前の約３倍の広さと
なり、これまでの慢性的な渋滞が解消し、北口広場と
あわせ、明るく使いやすい駅前広場となりました。バ
スやタクシー
などの乗降ス
ペースも整備
され、送迎や
駅利用のため
の駐車場も設
置されまし
た。

笠間市交通安全母の会より
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【学校規模に関する教員アンケート】
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５．市民アンケート（保護者・新成人・市民合計）と教員アンケートの傾向

⑴１学年あたりの望ましい学級数
　市民から見た小学校の１学年あたりの学級数は、【２～３学級】とする割合が全体の80％近くを占め
ています。一方、教員アンケートでは、【２～３学級】とする割合が市民よりもさらに多い96％を占め、
市民・教員とも【２～3学級】を小学校の望ましい学級数とする傾向にあります。
　中学校で見ると、市民の場合は【４～６学級】が68％を占め、次いで【２～３学級】が約23％を占めて
います。教員の場合も市民と同程度ですが、市民に比べて【２～３学級】の割合が増えています。

⑵１学級あたりの望ましい児童生徒数
　市民から見た小学校の１学級あたりの児童数は、【26～30人】とする割合が46％と最も多いものの、
【21～25人】が約25％、【31～35人】が約18％を占めています。教員の場合は【21～25人】と【26～30人】
がともに40％代で、全体の約88％を占めています。
　中学校で見ると、市民の場合は【26～30人】と【31～35人】がともに30％代で、全体の約73％を占め
ています。教員の場合は【26～30人】とする割合が58％と最も多いものの、【31～35人】が約25％、【21
～25人】が約14％を占めています。１学級あたりの人数については、現行の40人編制よりも少ない人
数が望ましいとする一方、中学校より小学校のほうを少人数にする傾向にあります。

６．通学区域の見直しについて

⑴学級数の少ない小中学校が増えた場合に期待すること ⑵通学区域を見直す際に配慮すべきこと

　上記（１）「学級数の少ない小中学校が増えた場合に期待すること」では、「学校間で差が生じても、現在の学校数
のままでよい」または「学区を見直して、適正な児童生徒数を確保する。確保できない場合でも学校の統合はしな
い」とする割合（統合しない）が全体の約50％を占めており、「学区を見直して、適正な児童生徒数を確保する。確
保できない場合は学校を統合する」または「学校を統合して、適正な児童生徒数を確保する」とする割合（統合する）
約40％を上回る結果となっています。

◆小学校１学年あたりの
望ましい学級数

◆ 中学校１学年あたりの
望ましい学級数

◆ 小学校１学級あたりの
望ましい児童数

◆ 中学校１学級あたりの
望ましい生徒数
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学校規模の適正化に関するアンケート調査結果
　笠間市教育委員会では、市民で構成する「笠間市立学校適正規模・適正配置検討委員会」を設置し、児童生
徒にとって望ましい教育環境づくりに向けた協議を進めています。協議にあたっては、笠間市の小中学校
に関する市民の皆さんの考えを把握するため、今年２月に「学校の規模と通学に関するアンケート調査」を
実施しました。本紙では、学校規模に関する国の基準等とともに、調査結果の一部についてお知らせします。

【問合せ先：学務課 教育企画室（内線72215）】

１．学校規模に関する国の基準等

◆国の基準
　○小学校の標準学級数：12～18学級（１学年あたり２～３学級）
　○中学校の標準学級数：12～18学級（１学年あたり４～６学級）
　○１学級あたりの人数：40人以下
　○通学距離：小学校はおおむね4㎞以内、中学校はおおむね6㎞以内

◆茨城県の指針
　○小学校の学級数：クラス替えが可能で、各学年２学級以上となる12学級以上が望ましい。
　○中学校の学級数：クラス替えが可能で、すべての教科の担任が配置できる９学級以上が望ましい。

２．アンケート調査の対象者 ３．アンケートの回収率

　この調査は、小学３・６年生と中学３年生の保護者2,214人、小
中学校の教員460人、市立中学校を卒業した新成人657人、そし
て無作為抽出した市民1,000人の合計4,331人にお願いしました。

配布票数：4,331人
回収票数：2,713人
回収率：62.6％

４．アンケート調査結果【抜粋】（保護者・新成人・市民合計　※教員を除く）

⑴小学校１学年あたりの
　 望ましい学級数

⑵小学校１学級あたりの
　 望ましい児童数

⑶小学校の望ましい通学時間

⑷中学校１学年あたりの
　 望ましい学級数

⑸中学校１学級あたりの
　 望ましい生徒数

⑹中学校の望ましい通学時間
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ご家族の顔合わせや少人数ウェディング
などを自宅であげませんか。
ケータリング的に料理を届けるだけではなく、
シェフが派遣して自宅で料理を行います。
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・・・・・・・・・・・・・

監
査
委
員
事
務
局
長
（
兼
公
平

委
員
会
事
務
局
長
）
中
村
一
男

・・・・・・・・・・・・・

農
業
委
員
会
事
務
局
長町

田
誠
一

・・・・・・・・・・・・・

上
下
水
道
部
長　

大
和
田
俊
郎

水
道
課
長　
　
　

長
谷
川
輝
男

下
水
道
課
長　
　
　

藤
田
幸
孝

・・・・・・・・・・・・・

環
境
保
全
課
副
参
事
（
笠
間
・

水
戸
環
境
組
合
）　

中
野
裕
二

市
民
課
副
参
事
（
笠
間
地
方

広
域
事
務
組
合
）　

井
川
富
美

・・・・・・・・・・・・・

消
防
本
部
消
防
長　

杉
山　

豊

消
防
本
部
消
防
次
長
兼
予
防
課

長　
　
　
　
　
　
　

富
田
大
穂

消
防
本
部
総
務
課
長

大
津
洋
一

消
防
本
部
警
防
課
長

橋
本
泰
享

消
防
本
部
通
信
指
令
課
長

水
越　

均

笠
間
消
防
署
長　
　

田
口
信
助

友
部
消
防
署
長　
　

畑
岡
孝
信

岩
間
消
防
署
長　

小
松
崎
恵
一

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

 

新
規
採
用
職
員
（
配
属
先
）

《
50
音
順
》

石
井　

真
梨
（
保
険
年
金
課
）

遠
藤
小
百
合
（
消
防
本
部
総
務
課
）

金
井　

惠
子
（
健
康
増
進
課
）

亀
井　

博
紀
（
学
務
課
）

倉
持　

綾
乃
（
健
康
増
進
課
）

齋
藤　

直
志
（
都
市
建
設
課
）

高
瀬　

修
一
（
高
齢
福
祉
課
）

高
野　

美
咲
（
社
会
福
祉
課
）

髙
野　

美
幸
（
市
民
活
動
課
）

友
部
江
里
子
（
総
務
課
）

長
沼　

幸
記
（
環
境
保
全
課
）

中
山　

義
樹
（
税
務
課
）

藤
枝
わ
か
ば
（
秘
書
課
）

丸
地　

真
人
（
笠
間
図
書
館
）

三
好　
　

智
（
道
路
整
備
課
）

山
下　
　

歩
（
商
工
観
光
課
）

平成22年度笠間市人事（部課長級・新規採用職員）
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日付 行　　事

1 土

笠間の陶炎祭（ひまつり）（5日まで）9：00～17：00
　笠間芸術の森公園（笠間焼協同組合 ☎ 0296-73-0058）
笠間つつじまつり（9日まで）8：00～18：00
　笠間つつじ公園（商工観光課 内線 511）
笠間骨董我楽多市（4日まで）9：00～17：00
　笹目酒造裏駐車場（笠間観光協会 ☎ 0296-72-9222）

2 日
夜のつつじまつり（4日まで）18：00～21：00
　笠間つつじ公園（商工観光課 内線 511）
休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

3 月 憲法記念日

4 火 みどりの日

5 水 こどもの日

6 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

7 金

8 土

9 日
普通救命講習会　9：00～12：00　市民センターいわま 消本
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

10 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

11 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

12 水 窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9：30～11：30

13 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30

14 金
15 土

16 日
春季都市緑化祭　10：00～15：00
　笠間芸術の森公園（都市計画課 内線 586）
休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

※当日医は変更になる場
合がありますので、確
認の上、診療を受けて
ください。

５月の休日救急診療当番（9：00～17：00）５月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

3 月 粟屋医院 0296-72-1567

4 火 梅里クリニック 0299-45-2002

5 水 石橋内科医院 0296-71-3181

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10：00～16：00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10：00～16：00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、検診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

0296-77-6105
0296-77-5110
0296-72-2100
0296-77-7533
0299-45-2080
0296-72-7711
0296-77-9145
0299-45-7888
0299-37-6611
0296-77-1101
029-227-9919
0296-73-0119

日付 行　　事

17 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

18 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30

19 水
窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30
特設無料行政相談所　笠間市友部社会福祉会館 法務
　10：00～15：00
夢いっぱいクラブ ともべ保 9：30～11：30

20 木
窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30
子育てサロン 9：00～11：30みなみ公民館
　(更生保護女性会 甲斐邦子 ☎ 0296-72-1477)

21 金 地域児童相談 友保 10：00～16：00

22 土

23 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

24 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

25 火 窓口延長サービス【岩間支所】17：30～19：30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

26 水
窓口延長サービス【市役所本所】17：30～19：30
行政相談 友公 14：00～16：00（秘書課 内線 227）
夢いっぱいクラブ ともべ保 9：30～11：30

27 木 窓口延長サービス【笠間支所】17：30～19：30

28 金

29 土

30 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

31 月 軽自動車税（全期）・国民健康保険税（第1期）納期限
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

電 話 番 号 一 覧
ともべ保 ともべ保育所
はいこいの家はなさか
笠公笠間公民館
友公友部公民館
岩公岩間公民館
笠保笠間保健センター
友保友部保健センター
岩保岩間保健センター
市セ市民センターいわま

法務水戸地方法務局
消本笠間市消防本部

テレフォンサービス　（☎0296-77-9711）テレフォンサービス　（☎0296-77-9711）
4月11日～20日／福祉作文「いじめ」
4月21日～30日／岩間の伝え話「でいだら坊の足っこ」
5月1日～10日／岩間支部ボランティアだより「ボランティア紹介」
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「
役
所
の
商
品
」

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

現
在
、
市

で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。「
か

さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」「
医
療
費

自
己
負
担
助
成
事
業（
マ
ル
福
）」「
市

民
活
動
助
成
費
」「
全
国
大
会
出
場

助
成
費
」
な
ど
。
残
念
な
が
ら
、
中

に
は
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に

伴
い
、
毎
年
い
く
つ
か
の
新
し
い
制

度
や
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
周
知
す
る
た
め
に
、
市
報

や
週
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ

等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

覧
に
な
ら
れ
な
い
方
も
た
く
さ
ん
お

り
、
周
知
徹
底
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　

新
事
業
、
制
度
は
、
役
所
に
と
っ

て
の
い
わ
ば
新
商
品
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
ど
う
売
り
込
む
の
か
、
ど

う
活
用
し
て
い
た
だ
く
の
か
、
工
夫

を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
成
果

に
結
び
つ
か
な
い
現
状
も
あ
り
ま

す
。
良
い
制
度
で
あ
っ
て
も
、
利

用
さ
れ
な
け
れ
ば
価
値
が
あ
り
ま
せ

ん
。
本
年
度
は
、
反
省
の
も
と
、
広

報
体
制
の
充
実
と
専
門
の
担
当
職
を

配
置
し
、
周
知
徹
底
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
春
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
（
新
年

度
の
主
な
制
度
）
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
（
育
児
援
助
事
業
）」

「
医
療
費
自
己
負
担
助
成
事
業
（
マ

ル
福
）の
拡
充〔
小
６
ま
で
の
拡
大
〕」

「
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
」

「
太
陽
光
発
電
・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
助

成
事
業
」
な
ど
な
ど
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、今
年
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

８
月
に
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
宍
戸
ヒ
ル
ズ
で
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
11
月
に
は
、
笠
間
市
合

併
５
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
が
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
お
楽

し
み
に
！

国道355号バイパス開通式典にて

　

春
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
異
動
の
季
節
で
す
。
こ
の
異
動
に
伴
い
国
民

年
金
の
資
格
取
得
や
資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

　

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
（
資
格
取
得
）
手
続

き
が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
方
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳

　

・ 

退
職
日
が
わ
か
る
も
の
（
離
職

票
等
）

　

・ 

印
鑑
（
本
人
の
届
出
の
場
合
は

不
要
）

■
会
社
等
に
就
職
し
た
と
き

　

会
社
等
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国

民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳

　

・ 

新
し
い
職
場
の
健
康
保
険
証

（
コ
ピ
ー
可
）

　

・
印
鑑

■
扶
養
に
入
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
に
入
り
、
国

民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に
な

る
と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
か
ら

社
会
保
険
事
務
所
へ
手
続
き
を
し

ま
す
の
で
、
自
分
で
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
て
扶
養
か
ら
は
ず

れ
た
と
き
、
ま
た
、
配
偶
者
が
仕
事

を
辞
め
た
と
き
な
ど
、
第
３
号
被
保

険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
替
え

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳

　

・ 

扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
も
の

　

・
印
鑑

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
１
）

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課

（
内
線
７
２
１
４
０
）

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課

（
内
線
７
３
１
８
２
）

水
戸
南
年
金
事
務
所

℡
０
２
９
（
２
２
７
）
３
２
５
１

市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム
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東
京
都
新
宿
区
に
本
社
を
置
く
㈱

ア
ン
ペ
ー
ル
は
、電
子
機
器
の
開
発
・

製
造
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
鯉
渕
地

区
に
あ
る
友
部
事
業
所
で
、
草
梛
高

志
（
く
さ
な
ぎ
た
か
し
）
代
表
取
締

役
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

｜
ど
の
よ
う
な
も
の
を
製
造
し

て
い
る
ん
で
す
か
？

　
「
産
業
機
器
に
搭
載
さ
れ
る
マ

イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
製
品

（
ボ
ー
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
）
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
英
語
の
聞

き
取
り
・
発
音
を
身
に
つ
け
る
Ｌ
Ｌ

（Language Laboratory

）
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
販
売
も
手
が
け
て
い

ま
す
。
当
社
の
Ｌ
Ｌ
は
省
エ
ネ
性
能

と
使
い
や
す
さ
が
評
価
さ
れ
、
１
０

０
か
所
以
上
の
学
校
や
教
育
施
設
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。」

　

｜
得
意
な
分
野
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
計
測
制

御
技
術
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
人

間
で
言
え
ば
脳
ミ
ソ
に
相
当
し
ま
す

が
、
当
社
は
目
や
耳
（
計
測
）、
手

足
（
動
作
）
の
役
割
を
す
る
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
う
ま
く
統
合
す
る
必

要
が
あ
り
、
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
不
可
欠
で
す
。
当
社
で
は
『
リ
ア

ル
・
ワ
ー
ル
ド
技
術
』
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
実
の
世
界
と

し
っ
か
り
向
き
合
い
な
が
ら
開
発
を

し
て
い
ま
す
。先
に
挙
げ
た
Ｌ
Ｌ
も
、

生
身
の
人
間
の
声
を
扱
う
と
い
う
点

で
、
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
技
術
が
最

大
限
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。」

　

｜
人
間
と
機
械
の
橋
渡
し
を
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
こ
れ
か
ら
も
、『
技
術
を

通
じ
て
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献

す
る
』
と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
企
業
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

「
㈱
ア
ン
ペ
ー
ル　

友
部
事
業
所
」

従
業
員
数
▼
34
人

※
文
責
▽
笠
間
市
役
所
企
業
誘
致
推

進
室
（
内
線
２
２
８
）

笠間のがんばる企業紹介笠間のがんばる企業紹介
　笠間には、全国でもトップクラスの技術を持つ企業がたくさん
あります。このコーナーでは、より良い製品づくりを目指して研究・
開発に取り組む市内の企業を紹介します。

（左）工場外観（右）LLと内蔵基板

㈱
ア
ン
ペ
ー
ル 

友
部
事
業
所

市立病院の医療コラム⑬市立病院の医療コラム⑬

　

４
月
１
日
よ
り
、
笠
間
市
内
の

医
師
・
薬
剤
師
、
県
立
中
央
病
院

の
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
の
方
々

の
協
力
の
下
に
、
平
日
夜
間
（
午

後
７
時
か
ら
10
時
）
と
日
曜
日
（
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）
の
一
次
診

療
が
笠
間
市
立
病
院
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
ま
で
は
市
内
医
療
機
関
の
輪

番
制
で
日
曜
・
祝
日
の
み
の
対
応
で

し
た
が
、
平
日
夜
間
に
も
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
年
末
年
始
を
含
ん
だ
祝
日

は
従
来
の
輪
番
制
が
残
り
ま
す
。
一

次
診
療
で
は
軽
症
患
者
さ
ん
に
応

急
的
な
処
置
を
し
、
重
症
で
あ
る
と

疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
は
県
立
中
央

病
院
等
の
二
次
医
療
機
関
に
紹
介

し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
迅

速
診
断
キ
ッ
ト
は
使
用
し
ま
す
が
、

基
本
的
に
採
血
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
背
景
に
は
県
立
中
央
病
院

の
医
師
の
疲
弊
が
あ
り
ま
す
。
県

立
中
央
病
院
は
断
ら
な
い
救
急
を

目
指
し
、
周
辺
市
町
村
か
ら
の
二

次
救
急
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
軽
症
患
者
の
受
診
も
多
い

た
め
そ
の
対
応
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
一
次
診
療
は
各

市
町
村
の
役
割
で
あ
り
、
笠
間
市
が

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
初
は
県
立
中
央
病
院
内
で
一
次

診
療
を
輪
番
で
行
う
こ
と
も
検
討

さ
れ
た
の
で
す
が
、
一
次
診
療
と
二

次
診
療
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め

に
当
院
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
皆
さ
ん
に
は
、
重
症
（
救

急
搬
送
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
）
で

あ
れ
ば
最
初
か
ら
県
立
中
央
病
院

を
受
診
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
軽
症

で
あ
れ
ば
と
り
あ
え
ず
夜
間
・
休
日

外
来
を
受
診
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

小
児
医
療
に
関
し
て
は
、
水
戸
と
は

異
な
り
笠
間
市
に
は
小
児
科
医
が

少
な
く
、
二
次
医
療
機
関
の
受
け
入

れ
も
不
十
分
で
す
。
現
状
で
は
基
本

的
に
小
学
生
以
上
を
診
療
対
象
に

し
ま
す
。
し
か
し
で
き
る
だ
け
多
く

の
医
師
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
診
療
対
象
は
担
当
医
師
の
判
断

に
任
せ
て
い
ま
す
（
15
歳
以
上
と
す

る
日
も
あ
り
ま
す
）。
決
し
て
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
便
利
に
な
っ
た
面

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
安
定
し
た
地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
な

の
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

笠
間
市
の
夜
間
・
休
日
診
療
に
つ
い
て

―
安
定
し
た
地
域
医
療
連
携
に
必
要
な
処
方
箋
―

笠
間
市
立
病
院
長　

石
塚
恒
夫



国際交流サロン

こうみんかんこうみんかんこうみんかん
活動中です活動中です

笠間公民館　 ☎0296-72-2100友部公民館　 ☎0296-77-7533岩間公民館　 ☎0299-45-2080

22平成 22年　広報かさま４月号

　平成21年度第32回地区公民館芸能発表会が、
３月７日（日）笠間公民館で開催されました。地
区公民館が12館ある笠間地区では、カラオケ・
舞踊・詩吟・フラダンス・三味線・フォークなど、
さまざまな活動が行われており、発表会当日は
日ごろの成果を披露し、盛大に行われました。

　２月27日（土）から３月３日（水）にかけて、受
講生のフラワーデザインの作品展が市民セン
ターいわま１階ロビーで行われました。
　『花工房』講座では、昨年６月から２月まで８
回にわたり冨田幸子先生に指導いただき、19人
の受講生が基礎と創作を学んできました。
　総仕上げとしての受講生の作品につるし雛も
添えられて、華やかな雰囲気が訪れた人に好評
でした。

　４月の「世界のランキング　１・２・３」は世界
の広い砂漠ランキングです。さあ、世界のこと
を知って交流を始めましょう。

参考：サハラ砂漠は日本国土の23倍、鳥取砂丘の
約100万倍の広さ

問合せ：（社）笠間市国際交流協会　℡ 090-2761-8711（担当：木村）

「世界のランキング　１・２・３」　広い砂漠ランキング（面積）

１位　サハラ砂漠（北アフリカ　860万平方キロメートル）
２位　アラビア砂漠（南西アジア　233万平方キロメートル）
３位　ゴビ砂漠（モンゴル・中国　130万平方キロメートル）

５月の国際交流情報
☆陶炎祭国際交流サロン開設（ひまつり会場）
　４月29日～５月５日　
☆日本語教室（友部公民館）
　５月８日（土）、15日（土）、22日（土）（午前10時～）

アラブ料理レシピの紹介
日本の食材を代用してアラブの前菜「ホンムス」を作ってみましょう。
材料（４人分）：①木綿豆腐１丁②タヒーニ（市販の白胡麻
ペースト）③レモン汁（１／２個）オリーブ油30ccオールス
パイス・黒こしょう・塩・④オリーブ油15cc⑤クミン・パセ
リみじん切り少々⑥ザクロ種またはイチゴ。
作り方：A豆腐の水をよく切って、ガラスボールの中でつ
ぶしてなめらかにする。BⒶに②③を少しずつ入れてよく
混ぜ、サラダ器に半分入れ、残りの半分は周囲に絞り袋で
パイのように盛る。C④を中央に注ぎ、⑤⑥を添える。
（指導：レバノン大使館リエゾン・オフィサー　木村美枝子）

アラブ料理講習会

地区公民館芸能発表会が行なわれました 岩間公民館講座『花工房』受講生作品展

三味線合奏（津軽の唄）の様子

※平成22年度の公民館講座の受講生を募集しています。詳しくは、別紙「平成22年度公民館講座募集案内」をご覧ください。

受講生の作品展の様子



書籍・CD・
DVD か んんしし よよとと

各館の各館の
行事予定（5月）行事予定（5月）
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◆図書館コンピュータシステムを統一します！
　現在、市立図書館３館のコンピュータシステムは、
笠間・岩間図書館と友部図書館の２つに分かれている
ため、２種類のサービスカードの使い分けや、シス
テムの異なる図書館同士は、他市町村からの貸借と
同様の手続きが必要になるなど、市民の皆さんにご
不便をおかけしています。
　そこで、三市町合併から５年となる平成23年３月、
３館のコンピュータシステムをICタグ処理に統一し
ます。友部図書館の資料にもICタグを張り付け、ホー
ムページからの資料検索では、３館分の資料を同時
に検索できるようにするなど、利便性とサービスの
向上を、より一層図ります。
　今後システム統合にともなう臨時休館や、３館の
サービスの見直し等が行われます。日程やサービス
内容の変更等については、随時お知らせしていきま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

◆2010年は国民読書年です
　近年、学校で行われて
いる「朝の読書」をはじ
め、家庭や地域全体で、
読書を推進する意識が全
国的に高まっています。
　笠間市でも、平成20年
3月に「笠間市子ども読書
活動推進計画」を策定し、図書館と市内小中学校等の
各施設や地域で活動する読み聞かせボランティアが
連携し、さまざまな事業を行っています。
　さらに、国では平成20年6月の国会決議により、

2010年を「国民読書年」と定め、政官民が協力し、国
をあげてあらゆる努力を重ねていくことを宣言しま
した。
　今年度、各図書館では、国民読書年にちなんだ行
事や取組みを推進していく予定です。

＜子ども読書の日・読書週間 イベント情報＞
【笠間図書館】
　「子ども読書の日記念 スペシャルおはなし会」
　４月25日（日）午後2時～2時50分まで
　会場：笠間図書館2階ホール
【友部図書館】
　「手作り絵本展示」
　４月23日（金）～５月５日（水・祝）
　会場：友部図書館１階ホール
【岩間図書館】
　「よんで よんで！０歳からのおすすめ絵本展示」
　４月23日（金）～５月26日（水）
　会場：岩間図書館　児童書コーナー

◆笠間図書館リユースフェアを開催しました
　笠間図書館では、2月26日・27日の2日間、リユー
スフェアを開催しました。
　図書・雑誌のリユース冊数および、寄付金額につい
ては以下のとおりです。
　提供冊数：図書3,937冊　雑誌2,465冊
　寄付金額：86,832円
　なお、ご協力いただいた寄付金は、図書館運営に
役立たせていただきます。ご協力ありがとうござい
ました。

笠間図書館　☎ 0296-72-5046
友部図書館　☎ 0296-78-1200
岩間図書館　☎ 0299-45-2082

問合せ問合せ

「じゃあ、読もう」

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　５月  7日（金）『バナナがいっぽん』ほか
　５月21日（金）『むすんだそのてをひらいてみせて』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時30分）
　５月  9日（日）『ケロちゃんケケちゃんケロロちゃんおてつだいおてつだい』ほか
　５月16日（日）『そらまめくんのベッド』ほか
　５月23日（日）『ドライブにいこう』ほか
◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
　５月15日（土）『若草物語』（122分）

笠間図書館笠間図書館

◆おはなし会
　（0歳～４歳向け　午前11時～）
　５月20日（木）『14ひきのひっこし』ほか
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け　午後２時～）
　５月  2日（日）『ぐりとぐらのえんそく』ほか
　５月16日（日）『ソメコとオニ』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　５月23日（日）『ポストマン』（111分）
◆ギャラリー
　◇４月20日（火）～５月  2日（日）
　　「日本水彩画展示」青山佳寿個展
　◇５月  3日（月）～５月16日（日）
　　「写真展示」友部写友会
　◇５月18日（火）～５月30日（日）
　　「和紙ちぎり絵展示」和紙ちぎり絵鈴の会

友部図書館友部図書館

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時30分～正午）
　５月  7日（金）絵本の読み聞かせ、手遊びほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆日曜おはなし会（午後２時～２時30分）
　５月  2日（日）絵本の読み聞かせほか
◆おはなしのとびらと紙芝居（午後２時～２時30分）
　５月  8日（土）
　　読み聞かせ『ワニぼうのこいのぼり』ほか
　　紙芝居『ぐうたら やじべえ』
◆おはなし会（午前11時～11時30分）
　５月22日（土）来てのおたのしみ！

岩間図書館岩間図書館



となりのまちから
水戸地方広域市町村圏協議会

春のイベント・花情報
～地元の春をお楽しみください～
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ひたちなか海浜鉄道株式会社湊線
開業 2周年記念イベント開催

（ひたちなか市）

　ひたちなか海浜鉄道㈱湊線では開業2周
年を記念して4月25日にイベントを開催し
ます。
　当日は、乗車券の割引や沿線でのスタン
プラリーなど各種イベントが行われます。
皆さんのお越しをお待ちしています。
日時▶4月25日(日)　※雨天決行
場所▶湊線および沿線
イベント概要▶
①割引切符発売
　当日は500円で湊線が1日乗り放題(小児
250円)
②スタンプラリー
　沿線の散策を楽しめます（抽選会あり）
③那珂湊駅構内での特別演奏会
　アマチュアバンド等による演奏会を開催
④沿線の食めぐり
　沿線の名物料理・特産品などを割引販売
⑤旧車両3連運行
　国内現役最古のディーゼルカーを含む旧
車両を3両連結で運行
問ひたちなか海浜鉄道㈱
℡029（212）8023

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（2月23日）

【搬入車両対策】
　搬入車両等の監視活動（市内通過禁止区域の現地確認等）を
市内４ケ所で行い、各班からその結果報告を受けた。
　・１班 「エコフロンティアかさま」入口  ・２班 「才木交差点」角
　・３班 逆川「芸術の森公園」入口         ・４班 施設内（管理棟前）
【監視活動結果】
　①搬入車両の分散化が実施されており、道路上での待機や
不法な駐停車車両もなかった。また、搬入車両に義務づ
けられているステッカー標示については、すべての車両
が守られており特に問題はなかった。

　②市内通過禁止区域を通行した搬入車両はなく、疑わしき
車両の通行もなかった。

　③埋立地に搬入した車両の車体およびタイヤ洗浄を実施し
ていること、また、廃棄物の搬入時点で目視検査を行っ
ていることを確認した。

【その他】
　運転管理者および運転者に交通安全教育が実施されている
こと、また、苦情等については特に窓口は設けていないが、
随時適切に対応できる体制にあるとの説明を受けた。
【次回の監視活動】
　・施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流

第39回 笠間つつじまつり
会　期　４月17日（土）～

５月９日（日）
時　間　午前８時～午後６時
会　場　笠間つつじ公園
入場料　大人（高校生以上）500円、

中学生以下および障害を
お持ちの方は無料

第29回 笠間の陶炎祭（ひまつり）
会　期　４月29日（木・祝）

～５月５日（水・祝）
時　間　午前９時～午後５時
会　場　笠間芸術の森公園

イベント広場
問合せ　笠間焼協同組合
　　　　℡0296（73）0058

あたご山 桜まつり
会　期　４月１日（土）～

５月１日（土）
笠間稲荷神社の八重の藤・大藤
見ごろ　５月上旬～中旬
問合せ　笠間稲荷神社
　　　　℡0296（73）0001
鳳台院のしゃくなげ
見ごろ　５月上旬～中旬
問合せ　鳳台院
　　　　℡0296（72）0024
笠間 骨董我楽多市（こっとうがらくたいち）
会　期　５月１日（土）～４日（火）
場　所　笹目酒造裏駐車場

問合せ
商工観光課
℡0296（77）1101（内線511）
㈳笠間観光協会
℡0296（72）9222

観光地曳網
（大洗町）

　参加料は無料となっていますので、ご家
族そろってご参加ください。
開催日▶５月３日（月）、５月４日（火）の２
日間 　※雨天中止
時間▶午前の部　３網　先着600名
　　　午後の部　３網　先着600名
場所▶大洗サンビーチ（無料駐車場あり）
参加料▶無料
参加方法▶当日会場でアンケートに答えて
いただき、地曳網に参加していただきます。
問（一社）大洗観光協会
℡029（266）0788



笠間市小原1216  TEL.0296-77-7845

H22年1月
オープン！！畳工房ニタイラ

％％％
4月末まで、全品表示価格より

見 積 り 無 料・畳表替え
・襖張替え
・障子張替え（大）
・アミ戸張替え（大）

3,900円～
2,800円～
1,780円～
2,100円～

････････
････････ すべて国産品！！

変わった表も多数
取り揃えております。

すべて国産品！！
変わった表も多数
取り揃えております。

創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました
創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました

新規オープン
記念セール開催中！！
新規オープン
記念セール開催中！！
新規オープン
記念セール開催中！！
新規オープン
記念セール開催中！！

情報コーナー情報コーナーInformation
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行政相談をご利用ください
　行政相談は、総務大臣から委嘱
された行政相談委員が、市民の皆
さんの身近な相談相手として、行
政に関する相談などを受け付けて
います。毎日の暮らしの中で、困っ
ていること、望んでいることなど
がありましたら、気軽にご相談く
ださい。相談は、無料、秘密厳守
です。
開催日▶毎月第4水曜日　午後2
時～4時（平成22年度の開催予定
日：4月28日、5月26日、6月23
日、7月28日、8月25日、9月
22日、10月27日、11月24日、
12月22日、1月26日、2月23日、
3月23日）
場所▶友部公民館　相談室
※ 10月には特設行政相談会を予
定しています。
問総務省茨城行政評価事務所
℡029（253）1100
秘書課（内線227）

国民健康保険「脳ドック・人間
ドック検診」について 
　平成22年度の募集受付日をお
知らせします。詳細は4月発行の
広報かさまお知らせ版でお知らせ
します。
対象者▶平成22年4月1日現在
40歳以上で受診日に75歳未満の
方で、国民健康保険税を完納して
いる世帯の笠間市国民健康保険の
被保険者
受付期間▶5月8日（土）午前8時
30分～午後0時30分、5月10日
（月）～5月21日（金）午前8時30

ごとに見直されます。
問茨城県後期高齢者医療広域連合
　事業課（水戸市赤塚）
℡029（309）1213

保健カレンダーの一部訂正と
おわび
　「平成22年度　笠間市保健カレ
ンダー」の掲載に一部誤りがあり
ました。関係各位におわびを申し
上げ、訂正します。
訂正箇所▶38ページ　No.7
立川記念病院
【誤】8時30分～12時20分
　　14時～16時
【正】8時30分～12時20分
　　14時～18時
　　土曜14時～16時
問健康増進課（友部保健センター）
℡0296（77）9145

青年海外協力隊平成21年度
第4次隊
　青年海外協力隊員として、当市
出身の柳詩郎さんが、去る３月
23日にモルディブに派遣されま
した。同国は、今まで情操教育が
重視されておらず、2008年の新
政権誕生で情操教育に力を入れは
じめたものの、情操教育を指導で
きる教員が不足しています。
　柳さんは、２年間小学校教諭と
して、子どもたちに図工・体育の
授業を行い、同授業を通じ教員の
情操教育に対する能力強化を行な
います。
　ご活躍をお祈り申し上げます。
問（独）国際協力機構筑波国際セン
ター
研修業務・市民参加協力課（つくば
市高野台）
℡029（838）1774

分～午後5時30分（土・日・祝日を
除く。ただし、窓口延長日は午後
7時30分まで）
※ 募集定員になり次第締め切り
ます。
問保険年金課（内線139・140）

「後期高齢者人間ドック検診」
について
　平成22年度の募集受付日をお
知らせします。詳細は４月発行の
広報かさまお知らせ版でお知らせ
します。
対象者▶後期高齢者医療保険の被
保険者で後期高齢者医療保険料を
完納している方
受付期間▶5月11日（火）午前8時
30分
問保険年金課（内線141・143）

平成22・23年度の後期高齢
者医療保険料率について
　平成22年2月17日開催の平成
22年第1回茨城県後期高齢者医療
広域連合議会定例会において、平
成22・23年度の後期高齢者医療
保険料率が次のとおり決定されま
した。
　また、平成22年度の保険料額
については、平成22年7月中旬
以降に、お住まいの市町村の後期
高齢者医療担当課から送付される
「平成22年度　後期高齢者医療保
険料　保険料額決定通知書」をご
確認ください。
　なお、平成22・23年度の後期
高齢者医療保険料率は、前年度の
保険料率が据え置かれます。
○均等割額…37,462円
○所得割額…7.60％
※ 保険料率は県内一律となり、医
療費の動向等をふまえて２年後

案  内案  内

は申込み先、問は問合せ先です。



かさま
このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡ください。

シリーズ46 笠ふるさと間に生きる人たち

がが
体
る
。

市民力
代表者　山中　晃（高橋町）
設　立　平成５年５月12日
会　員　37人

笠間稲荷門前通り笠間稲荷門前通り
商店街協同組合商店街協同組合
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会員の皆さん

山
中　晃さん（会長

）よ

り

　笠間稲荷門前通り商店街
は、1350年の歴史を誇る笠
間稲荷神社の目の前にある商
店街です。
　門前通り商店街は、エコを
目指した商店街として朝顔に
よるグリーンモールや古く
なって着なくなった着物をリ
メイクして新しい感覚の洋服
に仕立て直し、それを着て披
露する「ふぁっしょん抄」など
を展開しています。
　また、年間を通して稲荷神
社の神事にあわせたイベント
も行っています。

　私たちの商店街は笠間稲荷神
社を中心とした門前町として成り
立っています。年間を通して地元
のお客様、観光に来られたお客
様に対しましておもてなしの心
で接することを考えています。
　主な事業としては、冬から春
にかけて商店街飾り、桃宴参加、
つつじまつり装飾、夏は朝顔グ
リーンモール、神社茅の輪くぐり
協賛イベント、祗園まつり・笠間
のまつり、秋は菊まつり装飾ミッ
レミリア参加、ふぁっしょん抄、
昨年の秋は狐の嫁入りイベント
を開催して多くのお客様に来訪
していただきました。先月には、
来街者をおもてなしする雰囲気
づくりとして社会実験を行いまし
た。
　観光で来られる方、そして地
元住民に愛される商店街を目指
して今後とも活動していきます。

湯茶によるおもてなし（６月）

菊あかり回廊

かさま狐の嫁入り

ふぁっしょん抄

街に人にやさしいエコ【eco】
商店街を目指して
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渡
邊　

瑞
穂
（
石
井
）

　

統
計
調
査
員
と
し
て
数
々
の
調
査
に

従
事
し
、
常
に
円
滑
な
調
査
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
間
市
統
計
協
会

会
長
と
し
て
24
年
以
上
に
わ
た
り
協
会

の
運
営
を
指
導
し
、
円
滑
な
業
務
の
運

営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

《
受
賞
者
・
功
績
》※
敬
称
略

三み

六ろ
く
の
会
（
代
表　

太
田
寛
子
）

　

昭
和
55
年
４
月
に
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
発
足
以
来
、
約
30
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

の
た
め
の
指
導
を
は
じ
め
、
視
覚
障
害

者
へ
の
手
助
け
な
ど
、
社
会
福
祉
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
村　

典
夫
（
鯉
淵
）

　

長
年
に
わ
た
り
菊
の
栽
培
技
術
指
導

者
と
し
て
、
旧
友
部
町
に
花
き
栽
培
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
時
期
に
農
家
を
訪
問

し
、
防
除
技
術
の
普
及
に
努
め
花
き
の

品
質
向
上
と
産
地
の
発
展
の
た
め
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

あ
た
ご
四
季
の
会（
代
表　

大
山
文
男
）

　

愛
宕
山
を
中
心
に
市
民
自
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
愛
宕
山
周
辺
の
遊
歩

道
の
補
修
、
草
刈
・
ご
み
拾
い
、
森
林

の
間
伐
、
森
林
学
習
の
啓
蒙
等
を
実
施

し
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
江　

道
弘
（
福
原
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
林
道
を
中
心
に
定
期

的
な
巡
回
を
行
い
、
除
草
作
業
や
路
面
清

掃
等
を
行
う
と
と
も
に
、
台
風
や
降
雪
時

に
は
、
倒
木
の
処
理
を
行
う
な
ど
、
林
道

の
維
持
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森

林
の
保
全
・
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
道
の
市
」
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア

in
弁
天
町
実
行
委
員
会

（
代
表　

大
嶋
元
則
）

　

道
が
交
通
の
場
か
ら
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
「
道
の
市
」
を
企
画
・
開
催
し
、

出
展
者
と
地
域
住
民
そ
し
て
観
光
客
が

直
接
交
流
で
き
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
井　

敬
一
（
上
郷
）

　

長
き
に
わ
た
り
、
笠
間
市
青
少
年
相
談

員
と
し
て
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会
参
加
活
動

の
推
進
、
社
会
環
境
の
浄
化
と
育
成
環

境
の
整
備
等
を
推
進
し
、
幅
広
い
青
少

年
健
全
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故　

新
井　

昌
貴
（
笠
間
）

　

長
年
に
わ
た
り
市
嘱
託
医
・
学
校
歯

科
医
・
保
育
所
嘱
託
医
と
し
て
、
市
民

の
健
康
管
理
や
学
校
保
健
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　友部公民館で、３月 19 日に平成 21 年度笠間市表彰式が行われました。こ
れは、市政の発展に著しい功績があった方々をたたえるもので、行政、経済、
文化、社会などの各分野で多大な貢献をされた次の５名および３団体が受賞
されました。
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食生活改善推進委員が紹介する かさま食彩
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○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
お問合せは秘書課（内線225）まで。

人口と世帯数 （常住人口３.１現在）
●人　口 79,525人　（-50人）
　　　男 38,998人　（-24人）
　　　女 40,527人　（-26人）
●世帯数 28,015世帯（+13世帯）
●２月の出生者数　41人

○ 市ホームページモバイル
版では、行政・災害などの
さまざまな情報をお届け
しています。
　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

菜の花のからし酢みそあえ
材料（４人分）
　菜の花…200g　ちくわ…１本
　ヤマイモ…４～５cm　塩…少々
　（酢みそ）
　　みそ…大さじ２　酢…大さじ１
　　砂糖…大さじ１　ときからし…小さじ１弱

作り方
　❶ 菜の花は塩を入れた熱湯でさっとゆがき、水気をよく切る。
　❷ ちくわはうす切りにして熱湯をまわしかけ、水気をしぼる。
　❸ヤマイモは皮をむき、さいの目に切る。
　❹ 酢みそを作る。鍋に、みそ、酢、砂糖を入れ、弱火にかけ、練
るように混ぜる。冷ましてから、ときがらしを加え、混ぜる。

　❺①～③の材料と④の酢みそをあえ、器に盛る。
栄養素量（１人分）
エネルギー78kcal、たんぱく質4.5g、脂質0.9g、塩分1.4g

●プレゼント　４月号締め切り：４月３０日（金）必着
　市内在住・在勤の方を対象に、撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナー

や広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記の上、秘書課広報広聴グループまで、はがき（持参可）でお申
込みください。
※当選者には、電話でご連絡を差し上げますので、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来てください。。
●募集!
　撮影に使用する笠間焼を提供してくれる協力店（者）を募集しています。詳しくは、市役所本所秘書課までお問い合わ
せください。ご応募お待ちしています。

春になると酢みそあえの味を思い出す方もいらしゃるのでは？
あえる材料は旬のものを使って、肉と一緒にあえてもおいしいです。

【笠間焼の提供】
　原陶工房（陶の小径）
　サイズ：約14cm×11.5cm

新企画新企画

かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.html 問合せ：子ども福祉課（内線164）

子育て親子交流の場『子育て支援センター』のご案内
　子育て家庭の親子が交流のできる場として「子育て支援セン
ター」を市内に２か所開設しています。毎月育児に役立つ講座な
ども開催していますので、ぜひご来場ください。
◆子育て支援センター「みつばち」笠間ショッピングセンターポレポレ２階
４/23
（金）

13:30
～ 14:30 最近の育児相談から（講師 心理相談員 土井君枝先生）

５/18
（火）

10:30
～ 11:30 救急法・AEDの使い方（講師 笠間消防署員）

６/15
（火）

10:30
～ 11:30 お楽しみ会 キラキラ☆メニュー（手づくりおもちゃ他）

◆子育て支援センター「くりのこ」市民センターいわま１階
４/28
（水）

10:30
～ 11:30 離乳食のはじめ方とメニュー（講師 保健センター栄養士）

５/26
（水）

10:30
～ 11:30 お楽しみ会 エプロンシアター他（こぶた会）

６/23
（水）

10:30
～ 11:30 乳児期の歯みがき（講師 保健センター歯科衛生士）

◆対象者：おおむね３歳未満の乳幼児および保護者
◆参加費：無料


